
◆学びへの飽くなき探究心を持つ人材の育成◆自ら考え、自ら行動する力の育成◆未来を切り拓く力の育成 

 

 

 

 

 

 

2022 年を振り返って            副校長 山田 文映 
 

仕事が終わって外に出ると辺りはもう真っ暗なのですが、校内の駐車場にはあちこちにイルミネーショ

ンが灯っていて、毎日癒されています。このイルミネーションは高校の環境美化委員会の方たちが付けて

下さっているのだそうです。12 月に入り、イルミネーションの数が少しずつ増えています。高校の先輩方

のお陰で私を含めた沢山の人が帰り道に温かいひとときを頂いています。 

先日、学校図書館で「誰が歴史を書いているの？歴史をめぐる 15 の疑問」という本を見つけました。

子ども向けの本ですが、なかなか興味深い事が書いてありました。「歴史」という言葉を聞いただけで眠く

なってしまう人もいるかもしれませんが、人類の歴史は誰かの人生、つまり一人ひとりの物語でできてい

るとありました。教科書に載っている歴史はこれまでの沢山の人々の物語の中のほんの一部分でしかな

いのです。歴史は毎日いろいろなところで作られ、繋がっていきます。 

さて、附属中学校では夏休み後の２学期の間にも、様々な物語がありました。９月は南高祭が盛大に行

われ、１０月には２年生がイングリッシュキャンプ(２泊３日、御殿場)に行きました。11 月には生徒会役員選

挙、そして 12月には３年生が京都研修旅行(２泊３日、京都)に行き、校内では生徒会による全校企画が

行われました。また、日常の教科学習、EGG、委員会、部活動等の活動の中でも様々な物語があったと

思います。皆さんはどんなことが心に残っていますか。一人ひとりが自分のために頑張ったことや誰かの

ためにしたことは、まだ結果は目に見えないかも知れませんが、いろいろなところで繋がっていて、新たな

歴史を生み出していると思います 

2022 年もあと少しとなりました。皆さんにとってこの１年はどんな年でしたか？自分の歴史、学校の歴

史、社会全体の歴史を振り返り、そして一人ひとりの想いや行動で更に新しい歴史を繋いでいけると良

いですね。 

寒さが続きますが、お身体を大切に。皆様どうぞ良い年をお迎えください。 
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 １２月８日（木）７時間目に学年集会を行いました。学級委員主催の謎解きです。クラスを超えてチームを作

り、協力してアリーナ内に隠されている謎解きをしていくというもの。最後まで解ききったチームが多かった

ですね。学級委員さんの準備の賜物です。みなさんの班は同じ１１期生としてチーム力を発揮できましたか？

以下学級委員さんからの振り返りです。 

 

１組 ああああ 

今回の学年集会は、クリスマスが近いということで、クイズもクリスマス

に関わるものがそこそこあったと思います。そして学級委員はクリスマス帽

で臨みました!今回は協力不可欠のグループ別での集会で、より他クラス間

での交流が深まったと思います。次の学年集会は 3 学期、何をやるかは言

えませんが、とても楽しく仲を深められる、そして、お互いをより深く知っ

てもらいたいという思いで準備しています!お楽しみに!! 

２組 ああああ 

 今回の学年集会では、期末テストと時期が近かったこともあり、時間があ

まりありませんでした。しかし学級委員が協力して、みんなに楽しんでもら

える集会にすることができました。当日にはヒントの紙が足りなくなったり

色々なアクシデントもありましたが、臨機応変に対応することができまし

た。 

３組 ああああ 

 私たちは今月８日に２回目となる学年集会を開催しました。企画において

は、実際にやってみないと想像がつかないことなどが多々あり、企画するこ

との大変さを実感しました。委員の間でも、どうしたらクラスを越えて仲を

深められるかということには苦労しました。ですが、当日、沢山の人が他ク

ラスの人と躊躇わずに話している姿を見ることができ、達成感を感じまし

た。３学期の学年集会も企画しているので、楽しみにしていてください。 

４組 ああああ 

 私は今回の学年集会を通して「自分達で成果を出せた時の喜び」というも

のを学びました。学年集会が終わって、各グループの番号が書かれた紙を集

めていた時。あるグループの紙に「学級委員さんありがとう」というありが

たいメッセージが残されていました。それを見て私は、自分達のしてきたこ

とが報われた感じがして、とても嬉しくなりました。 

 三学期の学年集会でも、みんなに楽しんでもらえたという成果を出せるよ

う準備したいし、普段の生活の中でも人の役に立てるよう頑張ろうと学年集会を通して思いました。 

学年集会 ～謎解き～ 



                          

 

 

 

  

 

１２月１３日（火）７時間目に生徒会役員主催の全校交流企画が行われました。全校生徒が８人チームを組み、

事前の自己紹介・作戦会議でグー・チョキ・パー担当を決め当日に臨みました。以下、学級委員さんの振り返

りです。 

 

１組 ああああ 

小学校の時は全校でレクリエーションをする機会が無かったので、企画委員会

で全校企画のことを聞いた時は、楽しみにしていました。ですが、実際に全校企画

の話が進んでいくと、これで本当に必要なことをクラスに伝えられたかな…と感

じることが多くなりました。そして当日！天気は雨でアリーナ開催となってしま

い、試合でも相手チームにすぐ攻撃され、数秒で負けてしまいました。悔しかった

ですが、関わりがあまりない先輩、同級生と話すことができて良かったです。 

２組 ああああ 

 今回の全校集会は、今の１年生から３年生は誰も経験した事がないと聞いてい

たので、不安がありましたが、成功させたいという気持ちと出来たらきっと楽し

いだろうなという気持ちで自分達に出来ることを頑張りました。全校集会という

大きな企画に関われたこと、そして、全校集会が終わった後にクラスメイトから

「凄く楽しかった」と言ってもらえたことがとても嬉しく、生徒会本部の方々へ

の感謝と達成感でいっぱいになりました。 

３組 ああああ 

 企画委員会では、縦学年と交流できる、体を動かす、運動が苦手な人でも楽し

める、といった条件で企画を考えました。 

 「チョキの女王」のルールで、グーどうしはグータッチ、パーどうしはハイタ

ッチにして交流するアイデアにはとても感心しました。今年最後の７限目でした

が、みんなが疲れをふきとばして元気に楽しく交流している姿を見て、この企画

に携われたことが、とても良い経験になったと思います。 

４組 ああああ 

 今回の全校集会は、何ヶ月も前から何をするか企画委員会で話し合ったり、生

徒会の方々が、どのようにしたら楽しめるのかを決めてくれました。それだけた

くさんの人が考え、行動した大規模な集会は楽しかったと思います。集会の目的

である「一人一人が生徒会員であることを自覚する」というのを意識して取り組

めましたか？僕は楽しむことと目的のバランスをとり、最高のものにできまし

た。 

全校集会～チョキの女王～ 



 

 

 

 

 

１２月１７日（土）後期 EGG ゼミの中間発表が行われました。各班のテーマに沿っての実践編です。班ごと

にインタビューやアンケート、事業所の訪問などをして実践を重ねています。３月には最終発表会を行う予定

です。 

     

 

 

 

 

EGG ゼミ ～中間報告～ 

みちをのつぶやき「これで良いということではないけれどこれが今の精一杯」 

W 杯での日本代表はベスト８という目標を掲げて、あともう一歩のところで目標には届きません

でした。届かなかったけれども、きっと多くの困難を乗りこえ並々ならぬ努力を重ね、できることを

全力でやって戦った結果がこの結果だったのだと思います。掲げた目標に届かなかったことも含め

て、「これで良いということではないけれど、これが日本代表の今の精一杯」だったのだと思います。

日々の自分の取り組む姿勢やそこからでる結果がもう充分だというわけではないけれど、まだまだ

日々成長していくけれど、今の自分はこれが精一杯ということを自覚して過ごすことも大事かなと思

います。2022 年も終わりに近づいてきました。2023 年も家族や周りの仲間、そして先生たちと

精一杯、目一杯楽しい時間を過ごしていきましょうね。 


